
 

８．ア

都市計
 

■アンケ

 期

 方

 対

 

 

ンケート調

計画アンケ

ケートの概要

期 間：平成

方 法：郵送

対 象：平成

調査 

ケート調査

要 

成 26 年 10 月

送配布・回収

成 26 年 9 月

査 

月 10 日（金）

収方式 

1 日現在、倉
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～10 月 20

倉吉市に在住

 

 

 

 

 

日（月）

住する 20 歳以以上の男女をを無作為抽出

 

出 

 

 



 

■問 1 

あな

の程

 

 

 取

 

 

 

計画環境に

なたがお住ま

程度満足して

取り組み優先

『災害に強い

に関する満足

まいの地区（

ていますか。

先度は、『若

いまちづくり

足度・重要度

（⇒自治会や

また、今後

若者の定住促

り』、『高齢者
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（都市計画

や町内会レベ

後の重要度を

 

 

 

 

結 果 の

評価 

促進のための

者や障がい者

区域内） 

ベルの区域）

どうお考え

 

   

施策』が最

者にやさしい

低

の生活環境に

ですか。 

 

も高く、 

い環境』など

  現状の満

について、現

どが続く 

満足度    

現状にど

 

高 

低
 

 
 

現
状
の

満
足
度

 
 
 

 
高
 



 

■問 2 

今後

ちづ

 

 

■問 3 

「都

    都

     

     

   以

も

 

まちづくり

後、あなたが

づくりを進め

まちづくり

『災害に対

く 

都市計画区

都市計画区域

都市計画区域

・道路、公

・一定のル

以上のことを

ものを １つ

大部分の方

計は、75%

の方向性 

がお住まいの

めるのがよい

りの方向性は

対する備えが

区域の拡縮に

域」とは、計

域に指定され

公園、下水道

ルールが課せ

を踏まえ、倉

つ選んでその

方は支障を感

を超える 

の地区（⇒自

いと思います

は、『福祉や医

が充実したま

関する意向

計画的にまち

れると・・・

道の整備など

せられ、自由

倉吉市の今後

の番号に○を

感じておらず
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治会や町内

すか。 

医療が充実し

まち』『子育て

ちづくりを行

 

ど、計画的な

由な開発や建

後の都市計画

をつけてくだ

ず、現状維持

会レベルの

した健康福祉

て支援や教育

行う区域です。

まちづくり

建築を行うこ

画区域の範囲

ださい。 

持の意向と支

区域）ではど

祉のまち』が

育施設などが

 

。 

を行うことが

とができませ

について、あ

 

障を感じてい

どのような方

が最も重視さ

が充実したま

ができます。

せん。 

あなたの考え

いない人の割

 

方向のま

れ、 

ち』が続

 

えに近い

割合の合



 

■問 4-1

  倉吉

  あな

 

 

 

■問 4-2

  倉吉

を

も、

規制

  以上

に近

 

 

 

 

 

 

 

 

1 土地利用

吉市の都市計

なたの考えに

大部分の方

計は、80%

2 区域区分

吉市では現在

「市街化区域

都市計画区

制となります

上のことを踏

近いものを１

規制を強化

この区域区

「市街化区

「市街化調

 区域区分

     

用の状況と今

計画区域内の

に近いものを

方は支障を感

を超える。 

分に関する意

在行っていま

域」と「市街

区域を「市街

す。 

踏まえ、都市

１つ選んでそ

化すべきと考

区分を導入す

区域」とは →計

調整区域」とは 

分をすると⇒ 

      

後の方向性

の土地の利用

を１つ選んで

感じておらず

向（問 4-1

ませんが、土

街化調整区域

街化区域」と

市計画区域の

その番号に○

考える人のう

すべきと考え

計画的に市街化す

→市街化を抑制

・無秩序な市街

・一方で、「市街
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用の状況と今

でその番号に

ず、現状維持

で「規制を強

土地の利用の

域」に区分す

「市街化調

の今後の土地

○をつけてく

ち７割の人

える人は、全

する区域 

制すべき区域

街地の拡大が抑制

街化調整区域」

後の方向性

○をつけて

持の意向と支

強めるべき」

規制方法と

る方法があり

調整区域」に

地利用規制の

ださい。 

人は、区域区分

全回答者の 5%

制されます。 

では開発や建築

について、以

ください。 

障を感じてい

」とした回答

して、この他

ります。「用

区分する方法

あり方につい

分を導入する

%程度 

築がより強く規制

以下の中から

いない人の割

 

答者が対象）

他に、都市計

途地域」の指

法の方が、よ

いて、あなた

るべきと考え

 

制されます。 

ら、 

割合の合

 

計画区域

指定より

より強い

たの考え

えている 



 

■問 4-3

  倉吉

１つ

 

 規

用

用

■まとめ

区分 

土地 

利用 

都市 

施設 

都市の

目標 

3 用途区域

吉市の都市計

つ選んでその

規制を緩和す

用途地域の範

用途地域の撤

め 

 今後

維持

 今後

 区域

の「

 まち

高く

が続

 まち

され

域に関する意

計画区域の今

の番号に○を

するべきと考

範囲・内容を

撤廃 30%（

の都市計画

持」が多数で

の土地利用

域区分の導入

緩和」を求

づくり施策

、『災害に

続く 

づくりの方

れ、『災害に対す

向（問 4-1

今後の土地利

をつけてくだ

考える人は、

を見直し 6

（全回答者の

回

区域の範囲に

ある 

規制は「特段

等の「規制強

める意見は少

の取り組み優

強いまちづ

向性は、『福

する備えが充実し
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で「規制を緩

利用規制のあ

ださい。 

緩和の手法

65%（全回答者

の 3%）を考え

 

回 答 の

については

段支障を感じ

強化」や用途

少ない 

優先度は、

くり』、『高

福祉や医療が

したまち』『子育

 

 

 

 

 

 

 

緩和するべき

あり方につい

法として、

者の 7%） 

えている 

概 要 

「区域変更の

じない」人が

途地域、都市

『若者の定住

高齢者や障が

が充実した健

育て支援や教育施

き」とした回

て、あなた

の必要性を感

が多い。 

市計画区域の

住対策のため

がい者にやさ

健康福祉のま

施設などが充実した

回答者が対象

の考えに近い

感じない」

の廃止や見直

めの施策』が

さしい環境』

まち』が最も

したまち』が続く 

象） 

いものを

 

「現状

直し等

が最も

など

も重視


